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1　は　じ　め　に

細粒質強グライ土は一掛こ地下水位が高く，易耕性が劣

るなどの特性があり，土壌構造及び排水機能の改善が重要

である。そこで，木炭の施用が土壌環境及び作物生産に及

ぼす影響を検討するため，輸換佃において楢拉炭，楢小粒

炭，杉粉砕炭をそれぞれ，lL，2し，4L／ポ混和し．ホウ

レンソウ及びチンゲンサイの生育・収量を調査した。

2　試　験　方　法

（1）試験土壌：細粒質強グライ土（田川統）

（2）供試作物：1993年；ホウレンソウ（アトラス），1994

年；チンゲンサイ（育美チンゲンサイ）

（3）処理区：楢粒炭（10Ⅲm前後の不定形粒炭で容積重420

g／L），楢小粒炭（5mm前後の不定形小粒炭で容積垂460

g／L），杉粉砕炭（小粒混合粉砕炭で容積重230g／L）

をそれぞれ，lL，2し，4L／d混和

（4）試験規模：1区面積は12rげ（3mx4m）

（5）施肥量：N－P205rK20－MgO－B203＝14－10－

12－3－0．15kg／10a

（6）耕種概要：ホウレンソウ；播種期1993年10月8日，

収穫期11月22日，条間20cIn．不織布で被覆

チンゲンサイ；播種期1994年6月23日，収穫期8月3日，

条間20皿，株間10C叫　5粂植

（7）調査項目：収量調査，跡地土壌の理化学性

3　試験結果及び考察

（1）木炭施用がホウレンソウの生糞収量に及ぼす影響

表1に示すように，ホウレンソウの生彙重は無施用区に

比べ杉粉砕炭区（18～86％増収）＞楢小粒炭区（30－39％

増収）＞楢拉炭区（6～15％増収）の順に多かった。特に．

杉粉砕炭4L／ポ区では無施用区に比べ著しく増収した。

また，草丈についても同様の傾向であった。

なお，木炭の施用により妾緑薫計値も高くなり，楢小粒

炭の場合を除き施用量が多いほど葉色が濃くなる傾向が認

められた。

これは，土壌の気相率が無施用区で1．4％と極めて低かっ

たのに対し，楢粒炭区で3．9～12．5％，楢小粒炭区で5．7～

10．2％，杉粉砕炭区で3．6～11．9％と高くなり，液相率も無

施用区では36％であるのに対し，楢粒炭区で47．0～51．3，

楢小粒炭区で31．2～51．7％．杉粉砕炭区で50．4～64．7％と

高くなり，通気性や保水性が向上したためと考えられた

（表2）。

表1木炭施用がホウレンソウの収量に及ぼす影響

処理区施用量生葉垂　収量乾物垂（gノ10株）薫稲　葉数　草丈島根長

（L届）（g／ポ）指数　茎葉　根　計嵯（枚）（Ⅶ）（Ⅶ）
1　　763　96　5．10．6336．8　6．317．112．0

楢粒炭区　2　　940115　6．0　0．5138．4　6．517．811．4
4　　866106　6．4　0．5339．9　7．018．312．4

11，059130　5．5　0．4940．16．219．312．0

削、粒炭区　2　1．138139　6．6　0．6737．3　6．818．212．8
4　1．092134　6．7　0．5439．3　7．119．212．2

1　　968118　6．2　0．4936．16．417．911．6

杉粉砕炭区　21，192146　8．9　0．9036．0　7．018．613．0
4　1．522186　7．2　0．5038．8　7．019．911．6

無施用区　　　817（100）4．9　0．5335．7　6．917．012．8

注．葉緑素計値はミノルタ製菓緑素計SPAD－502で測定。

表2　木炭施用に伴うホウレンソウ跡地土壌EC，pH
の変化と一般物理性

処理区施臓　跡地土壌　含水比仮比重実容稜　三相分布（％）
（L／d）EC（mS／鑓） H（％）（〟mL）㈲伽U気相率綱率匝湘率
1　0．138　7．5849．30．9687．512．547．040．5

楢拉炭区　2　0．1227．5949．91．0293．7　6．350．743．0
4　0．126　7．7349．11．05　96．13．951．344．8

1　0．140　7．6825．31．24　94．3　5．731．263．1

削、拉炭区　2　0．114　7．8554．00．9689．810．251．738．1
4　0．128　7．1849．11．05　94．1　5．951．442．7

1　0．120　7．7346．91．0189．210．864．724．5

杉粉砕炭区　2　0．124　7．9050．41．0396．4　3．652．144．3
4　0．137　7．7548．51．05　88．111．950．437．7

無施用区　　0．1517．7231．21．2598．61．436．062．6

（2）木炭施用がチンゲンサイの生茎葉収量に及ぼす影響

表3に示すように，チンゲンサイの生茎葉垂は楢粒炭区

で無施用区とはば同程度，杉粉砕炭区で6％減，楢小粒炭

区では25％減となった。特に，楢小粒炭区では2L／d，4

L／ポ混和で草丈，彙数ともに劣ったために減収の程度が

大きかった。しかし，楢粒炭区では4L／d混和で草丈は

同じものの，葉数は0．5枚上回り生茎葉重は5％増収した。

このように，1994年の高温乾燥条件下（7月の平均気温は

平年比＋2．1℃，降水量は平年の55％）では1993年とは異

なり，著しい増収効果は認められなかった。
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表3　木炭施用がチンゲンサイの収量に及ぼす影響

処理区　毘謂
草　丈　　乗　数　　茎葉重
（Ⅷ）　（枚）　（g／株）

1　　　25．6　　　13．9　　131．8

楢拉炭区　　2　　　24．7　　13．5　　121．4
4　　　　26．3　　　13．5　　138．4

1　　　24．7　　　13．4　　118．7

楢小粒炭区　　2　　　22．9　　12．8　　　80．1
4　　　　22．4　　　12．6　　　89．3

1　　　25．6　　　13．3　　127．3

杉粉砕炭区　　2　　　25．6　　13．8　　130．1
4　　　　24．6　　　13．3　　112．9

無施用区　　　　　　26．8　　13．0　　131．4
注．1）播種期：6月23日．収穫期：8月3日
2）各区16株の平均値

なお，チンゲンサイ栽培跡地土壌のpHは楢小粒炭区7．07

＞杉粉砕炭区6．93＞楢拉炭区6．85＞無施用区6．79で収量の

低い区はどpHが高い傾向がみられた。また，土壌のECは

無施用区0．36＞楢粒炭区0．33＞杉粉砕炭区0．32＞楢小粒炭

区0．29となり，低収であった区ほどECが低かった（表4）。

これは，チンゲンサイの好適土壌pHがホウレンソウに比

べ低いため，pHの高まる木炭では施用効果が出にくかっ

たと考えられた。

4　ま　と　め

地下水位が高く，易耕性が劣る細粒質強グライ土の土壌

表4　チンゲンサイ栽培跡地土壌のpH及びEC

処理区　閻諾（言語）（霊ヲ（HZ0）　（mS／皿）

1　　　　　6．87　　　　　0．38

楢拉炭　区　　　2　　　　　6．07　　　　0．37
4　　　　　6．97　　　　　0．23

1　　　　　7．01　　　　0．30

楢小粒炭区　　　2　　　　　7．07　　　　0．27
4　　　　　7．14　　　　　0．29

1　　　　　7．00　　　　　0．27

杉粉砕炭区　　　2　　　　　6．81　　　0．39
4　　　　　　6．97　　　　　0．31

無施　用　区　　　　　　　　　6．79　　　　0．36
注．8月3日採取の風乾土壌についての分析債

構造及び排水機能を改善するため，木炭を施用したところ，

ホウレンソウに対しては杉粉砕炭＞楢小粒炭＞楢粒炭の順

に増収効果があった。とりわけ．杉粉砕炭4L／誠の施用

では86％の増収となった。これは，木炭の施用により，土

壌の気相率及び液相率が高まったことから，土壌の通気性

や保水性が向上したためと考えられた。なお，木炭の施用

量が多くなるほどホウレンソウの葉色が濃くなる傾向がみ

られた。しかし，高温乾燥年の1994年にはチンゲンサイに

対する木炭の施用効果は認められず，気象や土壌pH，作

物の種類と施用効果との関係を更に検討する必要があると

考えられた。

－262－


